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Tetsuji Shinohara, Naohiko Takahashi: Interatrial Conduction Time Predicts the Outcome after Pul-
monary Vein Antrum Isolation．第67回日本不整脈心電学会学術大会（WEB 開催）．2021，7，1‐
4（ライブ配信），2021，7，19‐8，18（オンデマンド配信）．プログラム・抄録集：101．

54 Yuya Takahashi, Takanori Yamaguchi, Tomohiko Watanabe, Takayuki Kitai, Koichi Node, Tsutomu
Fujita: Left Atrial Dyssynchrony Predicts the Existence of Low-Voltage Zone in Patients with Atrial
Fibrillation．第67回日本不整脈心電学会学術大会（WEB 開催）．2021，7，1‐4（ライブ配信），
2021，7，19‐8，18（オンデマンド配信）．プログラム・抄録集：127．

55 Toyokazu Otsubo, Takanori Yamaguchi, Kana Nakashima, Mai Tahara, Koichi Node: Relationship
Between Slow Conduction Zones and Low Voltage Zones in Patients with Atrial Fibrillation．第67
回日本不整脈心電学会学術大会（WEB 開催）．2021，7，1‐4（ライブ配信），2021，7，19‐8，
18（オンデマンド配信）．プログラム・抄録集：128．

56 Kana Nakashima, Takanori Yamaguchi, Mai Tahara, Toyokazu Otsubo, Koichi Node: Why is Left
Atrial Fibrotic Remodeling More Frequently Identified in Female Patients with Atrial Fibrillation?．
第67回日本不整脈心電学会学術大会（WEB 開催）．2021，7，1‐4（ライブ配信），2021，7，19‐
8，18（オンデマンド配信）．プログラム・抄録集：128．

57 Toyokazu Otsubo, Takanori Yamaguchi, Kana Nakashima, Mai Tahara, Koichi Node: Longer Slow
Conduction Zones Are More Strongly Related to Low Voltage Zones: an Analysis Using HD Grid
Mapping Catheter in Atrial Fibrillation Patients．第67回日本不整脈心電学会学術大会（WEB 開催）．
2021，7，1‐4（ライブ配信），2021，7，19‐8，18（オンデマンド配信）．プログラム・抄録集：
129．

58 ○Takanori Yamaguchi, Kana Nakashima, Mai Tahara, Toyokazu Otsubo, Koichi Node: Does Low
Voltage Zone Represent Locally Progressed Fibrosis?: An Analysis Using the HD Grid Mapping
Catheter in Atrial Fibrillation Patients．第67回日本不整脈心電学会学術大会（WEB 開催）．2021，
7，1‐4（ライブ配信），2021，7，19‐8，18（オンデマンド配信）．プログラム・抄録集：130．

59 Yuya Takahashi, Takanori Yamaguchi, Tomohiko Watanabe, Takayuki Kitai, Koichi Node, Tsutomu
Fujita: Relationship Between Left Atrial Strain and Left Atrial Bipolar Voltage in Patients Undergo-
ing Catheter Ablation for Atrial Fibrillation．第67回日本不整脈心電学会学術大会（WEB 開催）．
2021，7，1‐4（ライブ配信），2021，7，19‐8，18（オンデマンド配信）．プログラム・抄録集：
134．

60 Yuya Takahashi, Takanori Yamaguchi, Tomohiko Watanabe, Takayuki Kitai, Koichi Node, Tsutomu
Fujita: Left Atrial Functional and Structural Reverse Remodeling in Patients Undergoing Catheter
Ablation for Atrial Fibrillation．第67回日本不整脈心電学会学術大会（WEB 開催）．2021，7，1‐
4（ライブ配信），2021，7，19‐8，18（オンデマンド配信）．プログラム・抄録集：138．

61 ＊Akira Fukui, Kei Hirota, Takanori Yamaguchi, Hidekazu Kondo, Tetsuji Shinohara, Kouichi Node,
Naohiko Takahashi: Efficacy of a Novel Superior Vena Cava (SVC) Isolation Method in Patients with
Atrial Fibrillation Initiated from the SVC．第67回日本不整脈心電学会学術大会（WEB 開催）．2021，
7，1‐4（ライブ配信），2021，7，19‐8，18（オンデマンド配信）．プログラム・抄録集：198．

62 Kana Nakashima, Takanori Yamaguchi, Mai Tahara, Toyokazu Otsubo, Koichi Node: The Lower
Left Atrial Mean Voltage, The Longer Slow Conduction Zone: an Analysis Using HD Grid Mapping
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Catheter in Atrial Fibrillation Patients．第67回日本不整脈心電学会学術大会（WEB 開催）．2021，
7，1‐4（ライブ配信），2021，7，19‐8，18（オンデマンド配信）．プログラム・抄録集：217．

63 田中敦史：核心に迫る心不全薬物治療の真髄［効く］これまでに明らかとなった心不全に対する
SGLT2阻害薬の臨床的有用性に基づいて．第69回日本心臓病学会学術集会（ハイブリッド方式開
催）．2021，9，17‐19（現地開催＋リアルタイムライブ配信），2021，9，23‐10，20（オンデマン
ド配信）．抄録：FCS2‐5．

64 田中敦史：〔効く〕これまでに明らかとなった心不全に対する SGLT2阻害薬の臨床的有用性に基
づいて．第69回日本心臓病学会学術集会（ハイブリッド方式開催）．2021，9，17‐19（現地開催＋
リアルタイムライブ配信），2021，9，23‐10，20（オンデマンド配信）．プログラム・抄録集：256．

65 田中敦史：これまでに明らかとなった心不全に対する SGLT2阻害薬の臨床的有用性に基づいて．
第69回日本心臓病学会学術集会（ハイブリッド方式開催）．2021，9，17‐19（現地開催＋リアルタ
イムライブ配信），2021，9，23‐10，20（オンデマンド配信）．プログラム：87．

66 琴岡憲彦：生体情報の遠隔モニタリングの課題．第69回日本心臓病学会学術集会（ハイブリッド方
式開催）．2021，9，17‐19（現地開催＋リアルタイムライブ配信），2021，9，23‐10，20（オンデ
マンド配信）．プログラム・抄録集：416．

67 琴岡憲彦：慢性心不全診療における ICT の現状と今後の課題．第69回日本心臓病学会学術集会（ハ
イブリッド方式開催）．2021，9，17‐19（現地開催＋リアルタイムライブ配信），2021，9，23‐10，
20（オンデマンド配信）．プログラム・抄録集：366．

68 野出孝一：新時代の糖尿病・心血管不全の治療戦略．第34回日本臨床内科医学会（オンライン開催）．
2021，9，19‐20．プログラム：s18．

69 田中敦史，野出孝一：SGLT2阻害薬のエビデンスとガイドライン．第25回日本心不全学会学術集
会（完全 WEB 開催）．2021，10，1‐3（ライブ配信），2021，10，8‐31（オンデマンド配信）．
プログラム・抄録集：181．

70 田中敦史，野出孝一：SGLT2阻害薬は全ての心不全患者に考慮すべきである（Pros）．第25回日
本心不全学会学術集会（完全 WEB 開催）．2021，10，1‐3（ライブ配信），2021，10，8‐31（オ
ンデマンド配信）．プログラム・抄録集：210．

71 琴岡憲彦：遠隔モニタリングを用いた慢性心不全の在宅管理支援．第25回日本心不全学会学術集会
（完全 WEB 開催）．2021，10，1‐3（ライブ配信），2021，10，8‐31（オンデマンド配信）．プ
ログラム・抄録集：168．

72 野出孝一：心不全予防と啓発．第25回日本心不全学会学術集会（完全 WEB 開催）．2021，10，1‐
3（ライブ配信），2021，10，8‐31（オンデマンド配信）．プログラム・抄録集：172．

73 ＊楠瀬賢也，吉田寿子，田中敦史，寺川宏樹，赤﨑雄一，福本義弘，江口和男，神谷春雄，苅尾七臣，
山田博胤，佐田政隆，野出孝一：無症候性高尿酸血症患者の左室拡張機能に対するフェブキソス
タットの効果：PRIZE 試験のサブ解析／Effect of febuxostat on left ventricular diastolic function in
patients with asymptomatic hyperuricemia．第43回日本高血圧学会総会（WEB 開催）．2021，10，
15‐17（ライブ配信），2021，10，15‐11，12（オンデマンド配信）．プログラム・抄録集：35．

74 金子哲也，琴岡憲彦，矢島あゆむ，浅香真知子，野出孝一：心不全患者における実行機能障害と心
不全再入院率の関係 Relationship Between Executive Dysfunction and Readmission in Patients
with Heart Failure．第43回日本高血圧学会総会（WEB 開催）．2021，10，15‐17（ライブ配信），
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2021，10，15‐11，12（オンデマンド配信）．プログラム・抄録集：57．
75 ＊金子英弘，矢野裕一朗，伊東秀崇，森田光治良，桐山皓行，加門辰也，藤生克仁，道端伸明，城

大祐，武田憲文，森田啓行，野出孝一，康永秀生，小室一成：ACC／AHA 血圧ガイドラインに基
づく血圧分類と心不全・心房細動発症リスクの関連 Association of Blood Pressure Classification
Using the 2017 ACC/AHA BP Guideline with Risk of Heart Failure and Atrial Fibrillation．第43回
日本高血圧学会総会（WEB 開催）．2021，10，15‐17（ライブ配信），2021，10，15‐11，12（オン
デマンド配信）．プログラム・抄録集：88．

76 野出孝一：COVID‐19と心臓病．第53回日本動脈硬化学会総会・学術集会（ハイブリッド開催）．
2021，10，23‐24（現地開催及びライブ配信），2021，10，23‐11，30（オンデマンド配信）．プログ
ラム・抄録集：58．

77 野出孝一：COVID‐19感染症と生活習慣病・心血管不全．第53回日本動脈硬化学会総会・学術集会
（ハイブリッド開催）．2021，10，23‐24（現地開催及びライブ配信），2021，10，23‐11，30（オン
デマンド配信）．プログラム・抄録集：115．

78 野出孝一：血管不全の診断と治療．第20回日本血管血流学会学術集会（WEB 開催），基調講演2．
2021，10，31．プログラム：20．

79 金子哲也：WCD の適応を考える～必要な症例を見落とさないために～．ARIA 2021（ハイブリッ
ド開催）．2021，11，19‐21（現地参加・ウェブ視聴）．プログラム：33．

80 高橋佑弥：心房細動の病理－心房生検200例の検討－．ARIA 2021（ハイブリッド開催）．2021，11，
19‐21（現地参加・ウェブ視聴）．プログラム：32．

81 Michio Sato, Keishi Miyata, Koichi Node, Yuichi Oike: Development of an Effective anti- Heart Fail-
ure Therapy through Regulating Mitochondrial Biogenesis and DNA Damage Response．CVMW
2021心血管代謝週間（WEB 開催）．2021，12，10‐11（ライブ配信），2021，12，20‐2022，1，20
（オンデマンド配信）．プログラム・抄録集：102．

82 夏秋政浩：日本人における HBR について．第35回日本冠疾患学会学術集会（完全 WEB 開催）．
2021，12，17‐18（LIVE 配信），2021，12，24‐2022，2，28（オンデマンド配信）．日本冠疾患学
会雑誌 Supplement 2021（学術集会号）：160．

83 田中敦史：医師主導型臨床研究の実施を通じて得た経験から．第42回日本臨床薬理学会学術総会
（ハイブリッド開催）．2021，12，9‐11（現地開催及びライブ配信），2021，12，20‐24（オンデマ
ンド配信）．プログラム：6．

84 吉岡吾郎，田中敦史，柴田剛徳，野出孝一：心機能が保たれた急性心筋梗塞の慢性期心不全発症に
おける，血清アルブミンの影響．第57回日本循環器病予防学会学術集会（WEB 開催）．2021，5，
28‐6，15（オンデマンド配信），2021，6，5‐6（指定セッション LIVE 配信），2021，6，11‐
15（アーカイブ配信）．日本循環器病予防学会誌 56（2）：167．

85 坂井ひかり，横井研介，金子哲也，兼田浩平，坂本佳子，野出孝一：僧帽弁に置換した生体弁が慢
性期に血栓弁による弁不全を来したが抗凝固療法により劇的な改善が得られた症例．第131回日本
循環器学会九州地方会．2021，12，4．プログラム：33．

86 西瀬戸美沙，山元芙美，荻野祐也，辰元良麻，中島啓太郎，森 唯史，長家聡明，冨桝りか，宮原
正晴，山口尊則：多彩な心室性不整脈を呈した転移性悪性リンパ腫の一例．第131回日本循環器学
会九州地方会．2021，12，4．プログラム：37．
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87 高橋佑弥，山口尊則，大坪豊和，中島夏奈，新里広大，七田茂輝，大迫亮介，野出孝一：心房細動
患者における心房筋の炎症細胞浸潤と線維化の関係性．第131回日本循環器学会九州地方会．2021，
12，4．プログラム：37．

88 大迫亮介，山口尊則，高橋佑弥，大坪豊和，中島夏奈，新里広大，七田茂輝，野出孝一：心房細動
症例の心房筋における心筋障害－血液バイオマーカーとしての高感度トロポニンＴの可能性－．第
131回日本循環器学会九州地方会．2021，12，4．プログラム：37．

89 木塚貴浩，白木 綾，中神啓徳，田中敦史，野出孝一：可溶性エポキシドヒドロラーゼペプチドワ
クチンは心筋梗塞誘発性心室リモデリングを抑制する．第131回日本循環器学会九州地方会．2021，
12，4．プログラム：43．

90 野出孝一：新時代の糖尿病・心血管不全治療．第131回日本循環器学会九州地方会．2021，12，4．
プログラム：55．

91 夏秋政浩：PCI 施行後の抗血栓療法最前線．第131回日本循環器学会九州地方会．2021，12，4．
プログラム：56．

92 木塚貴浩，白木 綾，中神啓徳，田中敦史，野出孝一：可溶性エポキシドヒドロラーゼをターゲッ
トとしたペプチドワクチンは心筋梗塞後のリモデリングを抑制する．第25回日本心血管内分泌代謝
学会学術総会．2021，12，10‐11．

地方規模の学会
1 野出孝一：血管不全と心不全の連関．第260回日本循環器学会関東甲信越地方会（WEB 開催）．

2021，6，19．プログラム：5．
2 髙﨑 侑，本郷 玄，野出孝一，夏秋政浩，坂本佳子，竹下光英，城島昂太，野上英次郎，蒲原啓

司，内野宗德：心筋梗塞後に左室瘤を合併し，早期の手術介入により救命し得た一例．第130回日
本循環器学会九州地方会（WEB 開催）．2021，6，26（ライブ配信），2021，7，2‐30（オンデ
マンド配信）．プログラム・抄録集：37．

3 坂井ひかり，吉岡吾郎，夏秋政浩，坂本佳子，野出孝一：永久ペースメーカ植え込み術後早期に高
度左室収縮能低下を来した1例．第130回日本循環器学会九州地方会（WEB 開催）．2021，6，26
（ライブ配信），2021，7，2‐30（オンデマンド配信）．プログラム・抄録集：42．

4 本郷 玄：Interventional Cardiologist が考える ACS，high risk 症例における脂質管理の重要性．
第31回日本心血管インターベンション治療学会 九州・沖縄地方会（ハイブリッド開催）．2021，10，
1‐2（現地開催及びライブまたは録画配信）．プログラム：・抄録集：20．

5 合力悠平，田中敦史，栗山根廣，下村光洋，柴田剛徳：ST 上昇型心筋梗塞における来院時血液検
査に基づく急性腎障害予測モデルの構築．第31回日本心血管インターベンション治療学会 九州・
沖縄地方会（ハイブリッド開催）．2021，10，1‐2（現地開催及びライブまたは録画配信）．プロ
グラム：・抄録集：23．

6 野出孝一：心血管不全の診断と治療．第31回日本心血管インターベンション治療学会 九州・沖縄
地方会（ハイブリッド開催）．2021，10，1‐2（現地開催及びライブまたは録画配信）．プログラ
ム：・抄録集：39．

7 吉岡吾郎：合併症妊娠に対する術前に下肢静脈・下大静脈に血栓を認めた一例．第31回日本心血管
インターベンション治療学会 九州・沖縄地方会（ハイブリッド開催）．2021，10，1‐2（現地開
催及びライブまたは録画配信）．プログラム：・抄録集：45．
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8 新里広大，吉岡吾郎，野出孝一：肺塞栓症の診断時に認めた右房内血栓が急変時消失し，肺塞栓症
が増悪したと考えられた一例．日本超音波医学会 第31回九州地方会学術集会／第20回九州地方会
講習会／2021年度必修講習会 併催（完全 WEB 開催）．2021，10，3（ライブ配信）．プログラム・
抄録集：76．

9 坂本佳子，大島まゆみ，小屋松純司，坂口恵美子，本郷 玄，柚木純二，竹内祐貴，林 奈宜，蒲
原啓司，野出孝一：二尖弁の重症大動脈弁狭窄症に対し緊急経カテーテル的大動脈弁留置術を施行
した一例．日本超音波医学会 第31回九州地方会学術集会／第20回九州地方会講習会／2021年度必
修講習会 併催（完全 WEB 開催）．2021，10，3（ライブ配信）．プログラム・抄録集：82．

10 吉岡吾郎，坂井ひかり，新里広大，坂本佳子，秋吉妙美，琴岡憲彦，馬場耕一，野出孝一：トラス
ツヅマブ使用中の左室機能低下を，連続的な心エコー図検査で観察し得た一例．日本超音波医学会
第31回九州地方会学術集会／第20回九州地方会講習会／2021年度必修講習会 併催（完全 WEB 開
催）．2021，10，3（ライブ配信）．プログラム・抄録集：78．

11 兼田浩平，坂井ひかり，横井研介，金子哲也，坂本佳子，秋吉妙美，小屋松純司，大島まゆみ，山
口尊則，野出孝一：術後早期に発症した血栓弁による僧帽弁位人工弁機能不全に対して抗血栓療法
が奏功した1例．日本超音波医学会 第31回九州地方会学術集会／第20回九州地方会講習会／2021
年度必修講習会 併催（完全 WEB 開催）．2021，10，3（ライブ配信）．プログラム・抄録集：52．

12 ○吉田恭平，児玉祥一，大崎祐史，柚木純二，浅香真知子，野出孝一，蒲原啓司：当院における経カ
テーテル大動脈弁留置術患者の身体機能と心臓リハビリテーションの現状．第7回日本心臓リハビ
リテーション学会九州支部地方会（WEB 開催）．2021，11，6‐7．プログラム・抄録集：57．

13 ○大崎祐史，児玉祥一，吉田恭平，古島智恵，浅香真知子，野出孝一：当院での外来心臓リハビリ
テーションの意識調査と今後の課題．第7回日本心臓リハビリテーション学会九州支部地方会
（WEB 開催）．2021，11，6‐7．プログラム・抄録集：70．

14 ○橘川奈生，祖川倫太郎，浅香真知子，緒方健二，竹内耕治，大崎祐史，吉田恭平，青野 翔，児玉
祥一，野出孝一，島ノ江千里：心臓リハビリテーションにおける多職種連携にて服薬アドヒアラン
ス向上に取り組んだ1症例．第7回日本心臓リハビリテーション学会九州支部地方会（WEB 開催）．
2021，11，6‐7．プログラム・抄録集：82．
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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

教 授 野出 孝一 厚生労働科学研究費補助金 厚生労働科学
特別研究事業

（代表）

新型コロナウイルス感染症拡大による
受診控えなどの状況も踏まえた循環器
病の医療提供体制の構築に向けた研究

11，024

教 授 野出 孝一 藤井節郎記念 大阪基礎医
学奨励会

研究助成
（代表）

肺高血圧症治療に関する研究 2，000

教 授 野出 孝一 厚生労働科学研究費補助金 厚生労働科学
特別研究事業

（分担）

COVID‐19感染回復後の後遺障害の実
態調査

5，000

教 授 野出 孝一 科学研究費助成事業 基盤研究C
（分担）

持続式陽圧呼吸療法による抑うつ症状
改善のメカニズムの探索

130

教 授 野出 孝一 科学研究費助成事業 基盤研究C
（分担）

急性心筋梗塞の超急性期臨床指標を用
いた汎用型予後予測モデルの開発

52

教 授 野出 孝一 科学研究費助成事業 基盤研究C
（分担）

心房細動症例における心房筋の組織学
的評価

65

教 授 野出 孝一 科学研究費助成事業 挑戦的研究
（開拓）（分担）

バイオ3D プリンタ，幹細胞技術を用
いた下肢遠位動脈バイパス用小口径人
工血管の開発

65

特任教授 田中 敦史 武田科学振興財団 医学系研究助
成（臨床）

（代表）

急性心筋梗塞の包括的予後予測モデル
の開発

2，000

職 名 氏 名 学術（学会）賞名 受 賞 課 題

特任教授 田中 敦史 日本抗加齢医学会研究奨励賞 循環器病予防へ向けた包括的リスク管理法の確立と，
バイオマーカー・血管機能検査を活用した先制医療の
実践

特任教授 田中 敦史 第6回日本心血管協会学術集会 若手
研究奨励賞 最優秀賞

心血管疾患を合併した2型糖尿病患者におけるエンパ
グリフロジンの推定体液量の減少効果について

特任助教 木塚 貴浩 第25回日本心血管内分泌代謝学会学術
総会 若手研究奨励賞（CVEM Young
Investigator Award）

可溶性エポキシドヒドロラーゼをターゲットとしたペ
プチドワクチンは心筋梗塞後のリモデリングを抑制す
る

研究助成等

学術（学会）賞
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